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播種期を異にした大豆品種の開花期および

成熟期の予測について　（第1報）

松　本　定　夫・石　川　正　示

（東　北　魚　試）

1．ま　え　が　き

大豆の生育に対して気温はきわめて重要な要田であ

り，その影響により播種期の移動に伴って開花期まで

日数が変動するが，晩播によるその短縮率が早生種よ

り晩生種が大きいことは多くの研究者によって指摘さ

れている。古谷および井手は平均気温1℃の上昇は開

花を2．d～2．7日，豊熟期間の平均気温1℃の上昇に対

し5．5～45日のわりで短縮されることを報告し1），一

方，福井は開花期まで日数には著しい品種間差異があ

り，その最短は44日，最長は112日で最短品種の開

花期まで日数は最長の％にすぎないとし，結実日数に

ぉいても同様であることを報告している2）。しかしそ

れら日数が気温によって変動することから考えて，大

豆の生育進度は日数よりも温度関数的に表現したほう

が気象条件の異なる地域にも適用が可能となり合理的

である。本試験は大豆の，熟期の異なる極早生～晩生

の5品種について，積算気温によって生育時期を推定

する方法を検討しようとし1964年に東北農試・刈和野

試験地で実施したものである。

2．試　験　方　法

1．供託圃場：秋田県仙北郡西仙北町刈和野・

上野台試験圃場

2．栽培方法：下記のほかは普通栽培様式によ

る。

（‖　前作　　麦　　頸

（2）施肥量

10a当り堆肥2t，過燐酸石灰15Kg，熔成燐肥

50KP，塩化加里ス5Kg，炭カル90Kgを全量基肥と

して施与した。

（31栽植密度

極早生～早生種：80珊×15の花1株1本立

中生種　　　　：d OC乃×20の花　　　ク

中晩生～晩生種：るDc椚×50cm　　　〃

（4）播種期

第1回目4月15日とし以後ほぼ20日間隔に7月

27　日まで5回点播した。

（5）1区面積および区制

極早生～早生種：2．78′2㌦15個体　1区制

中生種　　　　：2．78〝ヂ　　25　ク　　ク

中晩生～晩生種：2．78㌦　15　ク　　ク

開花期および成熟期の観察は大豆および玉萄黍調査

基準（農林省農業改良局・研究部）によった。

気温は当場の観測値により，日平均気温は日長高気

温と日長低気温の平均を使用した。

生育期間は開花期を中心に2分し，各播種期ごとに

穂算された温度の変動係数が最小になるような日平均

気温の積算範囲を求めた。なお本試験における有効筋

算温度とは播種期～開花期および開花期～成熟期の両

期間について，播種期間における桔算温度の変動係数

が最小になるような日平均気温の温度範囲の積算値を

いうものとする。

破算温度の各痛感期間の変動係数が最小になるよう

な日平均気温の横算範囲（Tも～TH）を求めるため，

日平均気温の15℃以下の部分について1℃単位で下

限を，同じく20℃以上の部分について1℃単位で上

限を定め，それぞれの組合せによって敢算範囲をとり，

播種期～開花期および開花期～成熟期の両期間におけ

る温度の積算値を求めた。たとえば，日平均気温28

℃で概算温度範囲（T工」～T H）を10～25℃とする

と酷算される温度は15℃（25℃－10℃）となる。

このようにして求めた唐箕温度について，温度範囲ご

とに各播種期間の変動係数を計算した。

5．試　験　結　果

各播種期別の播種期～開花期および開花期～成熟期

まで日数を第1蓑に示した。全生育期間を播種期～開

花期と開花期～成熟期に2分した種々な温度範囲につ

いて，前述の方法で求めた積算温度の最小変動係数を

第2表および第5表に，播種期別の有効積算温度につ

いて播種期～開花期を，開花期～成熟期を第4蓑，第
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5表に表示した。

各品種の開花期まで日数のレンジの最大はネマシラ

ズ（晩生）の74日，結実日数では農林4号（中晩生）

の12日である（第1表）。

第1表　播種期～開花期および開花期～成熟期まで日数

区　　　 別 品　　 種　　 名

播　　　　　 種　　　　　 期

Ⅹ± t　O．5 8 ：Ⅹ

1 5 ／Ⅳ 4 ′Ⅴ 2 7 ／V 1 5 ′Ⅶ る′Ⅶ 2 7 ′Ⅶ

播　 種　 期

十　 勝　 長　 葉 8 4 7 0 8 1 4 7 5 8 5 0 5 5　 士　　 2 1．8

ワ　 セ　 シ　 ロ　 ゲ 9 7 8 4 8 5 5 1 5 8 5 2 8 1　 ±　 2 ヱ0

～ ハ　　 ツ　　 カ　 リ 1 0 5 8 7 7 0 5 8 4 2 5 4 8 8　 ±　 2 8・5

開　 花　 期 農　 林　 4　 号 1 0 7 9 0 7 5 5 8 4 5 5 8 ‘8　 士　 2 8・8

ネ　 マ　 シ　 ラ　ズ 1 〔17 9 0 7 2 5 9 4 1 5 5 8 7　 士　 2 9．9

開　 花　 期

十　 勝　 長　 菓 7 2 7 1 占5 8 7 d d － 占8　 士　　 5．2

ワ　 セ　 シ　 P　ゲ 5 d 5 5 5 5 5 5 5 5 － 5 4　 ±　　 1．7

～ ハ　 ツ　　 カ　 リ 5 7 d D 5 7 8 2 8 8 － 5 9　 士　　 2．7

成　 熟　 期 農　 林　 4　 号 7 5 7 4 占9 d d 7 8 － 7 2　 士　　 占・0

ネ　 マ　 シ　 ラ　ズ 7 9 8 5 7 9 7 占 8 2 － 8 D　 士　　 5．4

播種期～開花期間において変動係数が最小になる温

度範囲は十勝長某では10～28℃で変動係数（ZO喀），

ワセシロゲでは15～28℃（‘．る帝），ハツカリでは

14～28℃（5，9喀），農林4号では14～28℃（d▲0

多）およびネマシラズでは14～28℃（84帝）であ

って，晩生種ほど下限温度が高い値を示した（第2表）0

第2表　播種期～開花期までの帝算温度の最小変動係数　（痴）

品　　 種　　 名 上　　 限

下　　　　　　　　　　　 限

9 ℃　　　 1 0　　　 1 1　　　 1 2　　　 1 5　　　 1 4　　　　 1 5

十　 勝　 長　 棄

2 6 ℃ a 7　　　　　 ヱ8　　　　 8．0

2 7 ヱ 9　　　　　 7 1　　　　 Z d

2 8 ヱ 8　　　　　 7 0　　　　　 ヱ5

ワ　 セ　 う′　 P　 ゲ

2 8 7 7　　　　 1 5 ．7　　　　　 ヱ4

2 7 ‘．d　　　　　 d．8　　　　　 7 °

2 8 占．8　　　　　 ム‘　　　　 7 7

ハ　　 ツ　　 カ　 リ

2 d 1 5 ．5　　　　 占．4　　　　 8．5

2 7 a 7　　　　　 6．1　　　　 9．0

2 8 a 5　　　　　 5．9　　　　　 8．8

鼻　 林　 4　 号

2 占 1 5．8　　　　　 6．5　　　 1 2 ．7

2 7 鼠4　　　　　 6．1　　　　 ヱ7

2 8 q S　　　　　 d．0　　　　　 ス 7

ネ　 マ　 シ　 ラ　 ズ

2 8 1 7 4　　　 1 0．0　　　　　 8．9

2 7 1 1．7　　　　 a d　　　　 a 8

2 8 1 1．d　　　　　 a 4　　　　 8．7



東　北　農　業　研　究　第15　号　　　　　　　　　　　　　　　145

各品種間の有効積算温度の平均値の95喀信顛区間を

みると十勝長葉では519士58℃，ワセシPゲでは

451士50℃，′、ツカリでは422±28℃，：農林4

号では448±28℃およびネマシラズでは459士59

℃であり，日数に換算すればそれぞれ5・2，2・9，5．5．

2．8，5．7日であった（第4表）。次に開花期～成熟

期では積算温度範囲が十勝長葉2～8℃で変動係数

（2・4喀），ワセシログ2～11℃（2・5多），ハツ

カリ0～17℃（2．8痴），農林4号1～14℃（49

帝）およびネマシラズでは0～15℃（5．9多）にお

いて変動係数が最小を示し，早生品種では下限温度，

晩生品種では上限温度が高い値を示した（第5表）。

第5表　開花期～成熟期までの語算温度の最小変動係数　（喀）

品　　 種　　 名 上　　　 限

下　　　　　　　　　　 限

0 ℃　　　　 1　　　　　 2　　　　　　 5

十　 勝　 長　 葉

7 ℃
5，1　　　　 2．4　　　　　 4 2

8 5 ．5　　　　 2．4　　　　　 4 2

9 5．4　　　　 5．5　　　　　 4 2

ワ　 ーヒ　 シ　 ロ　 ゲ

1 0 2．5　　　　 5．0　　　　　 2．4

1 1 2．4　　　　　 2．5　　　　　 2．4

1 2 2．占　　　　　 5．8　　　　　 2．4

ハ　　 ツ　　 カ　　 リ

1 8 5．0　　　　　 5．0　　　　　 5．1

1 7 2．8　　　　　 5．5　　　　 5．4

1 8 5．0　　　　　 5．5　　　　 5．8

農　 林　 4　 号

1 5 5．1　　　　　 占．1　　　　 5．5

1 4 5 ．4　　　　　 4 9　　　　　 5．5

1 5 5．8　　　　　 5．7　　　　　 5．9

ネ　 マ　 シ　 ラ　 ズ

1 4 4 8　　　　　 5．0　　　　　 4 8

1 5 5．9　　　　　 5．2　　　　　 5．5

1 占 5．2　　　　　 5．8　　　　　 5．d

第4蓑　播種期～開花期まで有効綬算温度

品　　 種　　 名 温 度 範 囲

播　　　 種　　　 期
　　　 同 左

Ⅹ 士 t n 5 S X 日 数

1 5 ′Ⅳ 4 ′Ⅴ 2 7 ′Ⅴ 1 5 ′Ⅵ る ′Ⅶ 2 7 ′Ⅶ

十　 勝　 長　 菓

℃　 ℃

1 〔1 ～ 2 8 4 9 7 5 2 2 5 8 2 5 5 8 4 9 2 4 8 0

　　 ℃

5 1 9 ：土 5 8　 5．2

ワ　 セ　 シ　 P　 ゲ 1 5　 ～ 2 8 5 9 1 4 5 2 4 8 ° 4 4 5 4 1 9 4 1 1 4 5 1 士 5 0　　　 2．9

ハ　　 ツ　　 カ　 リ 1 4　 ～　 2 8 5 9 9 4 0 8 4 4 4 4 5 7 4 5 1 5 9 8 4 2 2 士 2 8　　　 5．5

農　 林　 4　 号 1 4　 ～ 2 8 4 2 1 4 4 5 4 8 0 4 7 9 4 4 5 4 1 9 4 4 8 ± 2 8　　 2．8

ネ　 マ　 シ　 ラ　 ズ 1 4　 一一 2 8 4 2 1 4 4 5 4 8 8 4 9 2 4 1 9 5 9 0 4 5 9 ± 5 9　　　 5．7
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各品種における有効積算温度の平均値の95多信煩区　　925士58℃およびネマシラズでは1097±52℃で

間をみると十勝長葉で410士10℃，ワ七シロゲで　　あり，日数換算すればそれぞれ0・9，1・7，5・2，75，占．5

490±14℃，ハツカリで989土手4℃，鎚林4号で　　日で，晩生種ほど大きい（第5蓑）。

第5表　開花期～成熟期まで有効積算温度

品　　 種　　 名 温 度 範 囲

播　　　　　 種　　　　 期 　　 同左
Ⅹ士 t o・5 S X 日数

1 5 ′Ⅳ 4 ′Ⅴ 2 7 ′Ⅴ 1 5 ′Ⅵ 占／Ⅶ

十　 勝　 長　 葉
℃　 ℃
2 －　 8 4 1 4■ 4 2 占 4 0 2 4 0 8 4 0 2

　　 ℃
4 1 0 ：土 1 口 0．9

ワ　セ　 シ　 P　 ゲ 2 ～ 1 1 5 D 4 4 7 7 4 9 5 4 9 占 4 8 0 4 9 0 士 1 4 1．7

ハ　　 ツ　　 カ　 リ 0 ～ 1 7 9 8 2 t 〔10 4 9 4 0 9 9 0 9 5 0 9 6 9 士 5 4　5．2

農　 林　 4　 号 1 ～ 1 4 9 5 1 9 5 8 9 1 7 8 4 8 9 占5 9 2 5 ± 5 8　ヱ5

ネ　 マ　 シ　 ラ　 ズ 0 ～ 1 5 1．1 5 5 1．1 5 1 t 1 1 5 1 0 4 5 t O 5 8 1 0 9 7 士 5 2　6・5

4．考　　　　　察

大豆の生育日数は地形，土壌状態および栽植密度に

よって若干変動するが，気象の影響が大きく気温の高

い場合に短く，気温の低い場合に長くなることは経験

的に知られているが，その適温は比較的低く，発芽を

除いては25－5D℃とされている3）。GeOrgeは播種

期が継続的におそくなるにつれて，播種から開花期ま

での期間は早生種より晩生種の短縮日数が大であり，

また開花から成熟期までは晩生種より早生種が大きく

短縮することを認め▲），古谷らは平均気温1℃の上昇

は開花を2．8～2．7日促進し，豊熟期間を5．5～45日

短縮することを報告しているlJ。開花と温度との関係

は品種の感光性によって多少の差はあるが，28℃で

開花まで日数が最短である場合が最も多いとし5），福

井は開花まで日数が同じでも結実日数で著しい差を示

す品種，また結実日数が同じでも開花まで日数に著し

い差を示す品種があり，さらに早播，晩播試験の結果，

晩生品種はど晩楢による開花まで日数の短縮率が大き

く，結実日数の短縮率も大きいことを指摘している2）0

また岩田らはとうもろこしについて積算される温度

範囲を播種期～絹糸抽出期で10～25℃，絹糸抽出期

一一成熟期で1～25℃にすると有効積算温度は播種期

に関係なく一定であり，年次，地域に関係なくそれぞ

れ一定であることを報告している6・7㌦このことは作

物にはある生育期間については定まった気温当量があ

ることを示唆している8㌦

本試験では播種湖～開花期における各品種の暦日に

よる日数の変動範囲は54～74日で品種間の差は最大

で20日あり晩生種ほど大きく，品種間に差異がみら

れた。播種期～開花期までの暦日による日数の変動範

同日ま最大（ネマシテズ）で74日であるが，領算され

る温度範囲を14～28℃にとると変動係数はa4帝と

最小を示し，有効積算温度の平均値の95喀信頼区間

は459±59℃であった。この信顔区間を日数に換算

すると7　日になる。暦日の74日と有効萌芽温度によ

る7　日とを比較するとその差は87日できわめて大き

く，開花期の推定は詰算温度による方が暦日より正確

である。

次に開花期～成熟期についてみると各品種の暦日に

よる日数範囲は5～12日で品種間の差は最大でも9

日と小さく品種間に明瞭な差異は認めがたい。また開

花期～成熟期までの暦日による日数の変動範囲が最大

で12日（兵林4号）であり，一方，積算される温度

範囲1～14℃にとると変動係数は49多と最小を示

し，有効積算温度の平均値の95喀信頼区間は925

士5占℃で，これを日数に換算すると15日であり，

暦日の12日に比べやや大きいといえる。

以上の結果から開花期の予測は播種から開花期まで

の日平均気温を種々な温度範囲ごとに項算し，積算温

度の播種期間の変動係数が最小になる日平均気温の温

度範囲を求め，その範囲の項算温度によって播種期を

異にした場合でも開花期を比較的正確に予測できるこ

とが明らかになった。

また成熟期の予測は前述の積算温度によるよりも開

花期から成熟期までの日数によるほうが推定誤差は小

さい。しかしその結実日数においても播種期間の最大

日数差は12日と大きく，成熟期の予測については今
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後の研究が必要であると考えられた。

本試験取りまとめについて．栽培第2部・作物第8

研究室大久保隆弘室長，同岩田文男技官より教示を得

た。ここに謝意を蓑する。

5．摘　　　　　要

4月15日からほぼ20日間隔でd回播種した極早

生～晩生の大豆品種について，生育期間を開花期を中

心に2分した，それぞれの播種期間における積算され

た温度の変動係数が最小になるような日平均気温の語

算範囲を求め，開花期，成熟期の予測について検討し

た。

t　播種期～開花期間の暦日による日数の変動範囲

は最大で74日であるが，積算される温度範囲を14

～28℃にとると変動係数は84感と最小を示し，有

効讃算温度の平均値とその95多信頼区間は459士59

℃でその区間は日数に換算して7日以内であって，開

花期の予測は帝算気温によって行なうことが合理的で

あると考えられた。

2．開花期～成熟期間の暦日による日数の範囲は最

大で12日であった。積算される温度範囲を1～14

℃にとると変動係数は49多と最小を示し，有効積算

温度の平均値とその95喀信顔区間は925士5d℃で

その区間を日数に換算すると15日であり，暦日に比

べ推定誤差は大きくなった。
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畑稲マルチ栽培に関する研究

第8報　傾斜地における不整現象の解析

米田秋作・古沢典夫・神山芳典・大野康雄

（岩手県農試）

1．ま　え　が　き

44年度の岩手県におけるマルチ畑稲は，ほぼ2，000

haの栽培面積で，そのうち，傾斜畑の占める割合が

多く，しかも，斜面の耕作利用型態は等高瞳が多い。

従来，傾斜地における等高畦いわゆる横睦はおもに土

壌侵蝕の防止すなわち，土壌保全上から有利な栽培法

と考えられてきたが，マルチ畑稲の等高畦栽培におい

て，同一畦内の下位列の畑稲の生育が上位列に劣り，

生育不整となり，立枯症状の発生などがあり，減収が

認められ，その解決が望まれている。したがって，44

年度に（9生育不整現象と収量に及ぼす影響，（診生育不

整現象発生の原因，③生育不整対策の樹立をねらいと

し，本試験を実施した結果，2～Sの知見がえられた

ので報告する。

2．試　験　方　法

t　供用品種：シモキク

2．施肥量（成分町′a）：厩肥150Kダ・N一m8．

ア205－0，74●K20－1，88　●Mg－0，28


